
日本の調査結果
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グローバル平均
各年の調査対象国の数によって異なります：

*グローバル平均の安定性を守るため、スウェーデンは少なくとも

2年分の最新データが収集されるまで、グローバル平均には

含まれません。

センシティブな内容の質問に関して、これらの国でデータは回収

されていません。

統計的有意性

前年比で示された全ての有意な変化は、信頼区間99％以上で

設定されたt検定を用いています。

27カ国平均

調査概要

**サンプル数は1,082から1,500と国によって異なります。
調査の詳細につきましては、エデルマン・ジャパンまでお問い合わせください。

23年目となるオンライン調査

32,000+ 1,150+/-28

調査実施期間：2022年11月1日～11月28日

カ国 サンプル サンプル**

アルゼンチン

オーストラリア

ブラジル

カナダ

中国

コロンビア

フランス

ドイツ

インド

インドネシア

アイルランド

イタリア

日本

ケニア

マレーシア

メキシコ

ナイジェリア

サウジアラビア

シンガポール

南アフリカ

韓国

スペイン

*スウェーデン

タイ

オランダ

アラブ首長国連邦

イギリス

アメリカ

2007年から2022年までエデルマン・トラストバロメーターの調査対象国であったロシアは、今回の調査には含まれていません。 グローバル平均と国別の調査手法の詳細については、グローバルレポートのテクニカル・

アペンディックスをご参照ください。

+0- 有意な変化

25カ国平均 中国とタイを除く

2023 エデルマン・トラストバロメーター

各国
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23

2001

NGOの高まる

影響力

2003

広告より信頼

されるアーンド

メディア

2005

権力者から

自分と同等の

人々へ移行する

信頼

2007

政府やメディア

よりも信頼される

企業

2009

2011

2013

2015

急落する

企業に対する

信頼

信頼回復のために

政府と協力しなければ

ならない企業

リーダーシップの

危機

イノベーションに

必須となった

信頼

2017

2019

信頼の

危機

職場における

信頼

2002

2004

2006

2008

2010

2012

2014

2016

2018

2020

2023

著名CEOの

失脚

欧州における

信頼回復に

苦しむ米国企業

信頼される

スポークスパーソンとして

台頭する

「自分のような人」

若者に

より信頼される

企業

信頼に欠かせない

実績と透明性

政府の

失脚

変化のための

議論を導く

企業

拡大する

信頼の格差

真実のための

戦い

信頼：

能力と倫理観

二極化する世界を

生き抜く

年間の
信頼

2021

最も信頼されて

いる企業

2022
不信の

連鎖
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信頼の現状
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62
59

50 50

企業 NGO/NPO 政府 メディア

26カ国平均では、企業が唯一「信頼されている」組織

信頼度（%）

-1 -1 -1 -22022から2023の
変化

2023 Edelman Trust Barometer. TRU_INS. 以下の各組織や機関を、正しい行いをするという点において、あなたがどの程度信頼しているかをお答えください。1は「全く信頼していない」、9は「大いに信頼している」を表す、1～9までの範囲で信頼度を評価してください。
9段階評価；トップ4ボックス、信頼している 全回答者 26カ国の平均値 *スウェーデンはグローバル平均には含まれていない
翻訳の不一致により、フランスのデータはこのスライドから削除されている

26カ国平均 フランスを除く

各組織に対する
信頼度が
最も低い国

スペイン
日本
韓国

49

47

38 

*スウェーデン
ドイツ
日本

44

41

38

日本
南アフリカ

アルゼンチン

33

22

20

イギリス
日本
韓国

37

34

27

信頼
されていない
(1-49) 

中立

(50-59)  

信頼
されている
(60-100)

+0- 有意な変化
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47

38
34 33

企業 NGO/NPO メディア 政府

各組織に対する
信頼度が
最も低い国

スペイン
日本
韓国

49

47

38

*スウェーデン
ドイツ
日本

44

41

38

イギリス
日本
韓国

37

34

27

日本
南アフリカ

アルゼンチン

33

22

20

日本では、どの組織も信頼されていない

信頼度（%） 日本

l l l l
-1 -3 -1 -32022から2023の

変化

2023 Edelman Trust Barometer. TRU_INS. 以下の各組織や機関を、正しい行いをするという点において、あなたがどの程度信頼しているかをお答えください。1は「全く信頼していない」、9は「大いに信頼している」を表す、1～9までの範囲で信頼度を評価してください。
9段階評価；トップ4ボックス、信頼している 全回答者 日本

信頼
されていない
(1-49) 

中立

(50-59)  

信頼
されている
(60-100)

+0- 有意な変化
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22
27

35

42 44 46 47

58 60

政府のリーダー ジャーナリスト 最高経営責任者

（CEO）

自国の

一般市民

自国の地域社会の

住民

自分の勤務先の

CEO

自国の地域社会の

住民

科学者 自分の同僚

組織のリーダーは信頼されていない

信頼度（%） 日本

2023 Edelman Trust Barometer. TRU_PEP. 以下の異なるグループの人についてうかがいます。正しい行いをするという点において、あなたがどの程度信頼しているかお答えください。1を「全く信頼していない」、9を「大いに信頼している」として、1～9までの範囲で信頼度を
評価してください。9段階評価；トップ4ボックス、信頼している 全回答者 日本 「自分の勤務先のCEO」と「自分の同僚」は組織または法人の従業員が回答 (Q43/1)

-6 +4 +1 +1 n/a +4 +6 0 +8
2022から2023の

変化

信頼
されていない
(1-49) 

中立

(50-59)  

信頼
されている
(60-100)

+0- 有意な変化
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不信感が二極化に
拍車をかける
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深い分断が定着すると
二極化が深刻化する

分
断
さ
れ
て
い
る

私
の
国
は
、
と
て
も
／
極
め
て
分
か
れ
て
い
る

…

定着している
… そして、私は、この分断はもはや克服できないと感じている

大きく
二極化している

分断が深く、
もう克服できないと感じている

ある程度
二極化している

分断は深いが、
対処可能だと感じている

あまり
二極化していない
分断はそれほど感じていない



P. 10

6カ国において
二極化が深刻化している

2023 Edelman Trust Barometer. POL_DEG. 次のスケールを使用して、あなたの国が現在
抱えている主要な社会問題についてどの程度意見が分かれていると思うか示してください。5段階
評価；トップ2ボックス、とても／極めて分かれている POL_PROG. あなたの国が、イデオロギー
の分裂や、主要な問題や課題に関する合意の欠如を乗り越えたり克服したりできる可能性はど
のくらいあると思いますか。8段階評価；コード2-5、可能性は低い 全回答者 国別 「定着し
ている」のPOL_PROG/2-5のデータは、自国がとても／極めて分かれていると感じている人々に
よってフィルタリングされている (POL_DEG/4-5) 全てのデータは、「わからない」と答えたものを除
外するためにリベースされている 定着している

… そして、私は、この分断はもはや克服できないと感じている

アルゼンチン

オーストラリア

ブラジル

カナダ

中国

コロンビア

フランス

ドイツ

インド

インドネシア

アイルランド

イタリア

日本

ケニア

マレーシア

メキシコ

ナイジェリア

サウジアラビア

シンガポール

南アフリカ

韓国
スペイン

スウェーデン

タイ

オランダ

アラブ首長国連邦

イギリス

アメリカ

分
断
さ
れ
て
い
る

私
の
国
は
、
と
て
も
／
極
め
て
分
か
れ
て
い
る

…

二極化が深刻化
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二極化につながる4つの要因

経済不安 組織間の不均衡 社会的分断 真実のための戦い

経済的楽観主義が世界中で崩壊しており、

5年後に自分の家族がより豊かになってい

ると考える人の数が、28カ国中24カ国で

過去最低を記録している。

企業は今や能力が高く、倫理的であると

みなされている唯一の組織である一方で、

政府は能力が低く、非倫理的であると考

えられてる。企業は政府に代わってその

役割を果たす必要性に迫られている。

所得上位4分の1の人々は、下位4分の1

の人々とは異なる信頼の現実の中で生活

しており、タイ、米国、サウジアラビアにおい

ては、20ポイント以上の信頼度の差がある。

シェアードメディアの環境は、結果として

エコーチャンバー現象を生み出しており、

人々が協力して問題を解決することを難

しくしている。メディアは信頼されておらず、

特にソーシャルメディアに対する信頼度は

低い。

1 2 43
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9
12

15
18 19

23
26 28 28 29 30 31

35 36 36

43

55 55
58 58

61
64 65

68
72 73 73

80自分と家族の経済的な見通しについて、5年後の状況が良くなっている

経済的楽観主義の崩壊
以下の通り回答した人の割合（%）

2023 Edelman Trust Barometer. CNG_FUT. あなたご自身とご家族の経済的な見通しについて、5年後の状況はどうなっていると思いますか？5段階評価；トップ2ボックス、良くなっている 全回答者 24カ国の平均値 *スウェーデンはグローバル平均には含まれていない

先進国

28カ国中24カ国において調査史上最低を記録

53 50

40

2019 2023

-10
ポイント l l

2022から2023の
変化

-6 -6 -7 -9 -10 -7 -10 -6 -11 n/a -11 -11 -20 -7 -4 -17 -13 -11 -15 -2 -22 -9 +1 -19 -6 -7 -8 -11

24カ国平均 +0- 有意な変化
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実存的な不安と同等の
個人的な不安

2023 Edelman Trust Barometer. POP_EMO. どのようなことを心配しているかは人によ
り異なります。ここでは、あなたが心配していることについてお伺いさせていただきます。具体的
には、以下のそれぞれについてどの程度懸念していますか？9段階評価；トップ4ボックス、心
配している
全回答者 日本

82

75
80

77
74

50

失業

(Net値)

インフレ エネルギー不足 気候変動 核戦争 食糧不足

個人的な
経済的不安

実存的な
社会的不安

心配していると回答した人の割合（%） 日本
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12 ポイント

40

32 31
28 28

24 24

15 14 14 13 13 13
11 10 9

7
5 4 4 3

1

-3
-5

-8
-10

-14

組織間の不均衡：企業に比べて、政府に対する信頼度は圧倒的に低い
企業に対する信頼度（%）と政府に対する信頼度（%）の差（ポイント）

2023 Edelman Trust Barometer. TRU_INS. 以下の各組織や機関を、正しい行いをするという点において、あなたがどの程度信頼しているかをお答えください。1は「全く信頼していない」、9は「大いに信頼している」を表す、1～9までの範囲で信頼度を評価してください。
9段階評価；トップ4ボックス、信頼している 全回答者 26カ国の平均値 *スウェーデンはグローバル平均には含まれていない
翻訳の不一致により、フランスのデータはこのスライドから削除されている

信頼度の差

政府に対する信頼度

企業に対する信頼度 62 62 52 66 68 71 64 71 71 47 68 49 50 55 57 61 54 83 52 80 38 50 52 54 84 78 73 62

50 22 20 35 40 43 40 47 56 33 54 36 37 42 46 51 45 76 47 76 34 47 51 57 89 86 83 76

日本では、二桁差で
企業は政府よりも信頼されている

信頼
されていない
(1-49) 

中立

(50-59)  

信頼
されている
(60-100)
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社会的分断：

所得に基づく不平等が生み出す
2つの信頼の現実

2023 Edelman Trust Barometer. トラスト・インデックス（信頼度指標）は国民の自国の政府、
企業、メディア、NGOに対する信頼度の平均値。 TRU_INS. 以下の各組織や機関を、正しい行い
をするという点において、あなたがどの程度信頼しているかをお答えください。1は「全く信頼していない」、
9は「大いに信頼している」を表す、1～9までの範囲で信頼度を評価してください。9段階評価；トップ
4ボックス、信頼している 全回答者 27カ国の平均値 所得別 *スウェーデンはグローバル平均には
含まれていない 翻訳の不一致により、フランスのデータはこのスライドから削除されている

所得の四分位数は、各国の回答者の世帯収入の分布に基づいて、国ごとに設定されています。

トラスト・インデックス（信頼度指標）
（政府、企業、メディア、NGOに対する信頼度の平均値）

49 26カ国平均

71 中国

70 インド

68 インドネシア

64 サウジアラビア

63 ケニア

63 アラブ首長国連邦

56 メキシコ

56 ナイジェリア

55 マレーシア

55 シンガポール

48 ブラジル

48 タイ

47 カナダ

46 イタリア

46 オランダ

44 コロンビア

43 オーストラリア

42 ドイツ

42 アイルランド

41 南アフリカ

41 *スウェーデン

40 スペイン

40 アメリカ

37 アルゼンチン

35 イギリス

29 日本

29 韓国

64 26カ国平均

90 中国

85 タイ

84 サウジアラビア

82 インドネシア

82 アラブ首長国連邦

76 インド

73 シンガポール

70 ケニア

66 マレーシア

64 メキシコ

63 アメリカ

62 ナイジェリア

62 オランダ

60 ドイツ

60 アイルランド

59 イタリア

56 ブラジル

54 オーストラリア

54 コロンビア

53 カナダ

52 南アフリカ

52 *スウェーデン

51 イギリス

49 スペイン

48 日本

47 アルゼンチン

44 韓国

26カ国平均で15ポイントの信頼の格差
27カ国中20カ国で二桁の差

信頼
されていない
(1-49) 

中立

(50-59)  

信頼
されている
(60-100)

2023
高所得者層 （上位25%）

2023
低所得者層（下位25%）

所得に基づく
信頼の格差が大きい国：

タイ

アメリカ

サウジアラビア

中国

日本

アラブ首長国連邦

23ポイント

20ポイント

19ポイント

19ポイント

37ポイント

19ポイント



P. 16

2023 Edelman Trust Barometer. PROB_PLP. 人々の間には常にイデオロギーの違いが存在しますが、意見の異なる人々の間で分断を煽り、礼節のない言動を促すことで、おそらくは本来よりも事態を悪化させているグループがいくつか存在します。対照的に、意見の異なる
人々の間で協力関係を養う活動をすることで、おそらくは本来よりも事態を改善させているグループもいくつか存在します。以下に挙げた人々の各グループについて考え、それらの人々が社会を結束する勢力と分断する勢力の間のどこに位置すると思うかをスケールで示してください。
11段階評価；コード1-5、社会を分断する勢力；コード7-11、社会を統一する勢力 全回答者 日本

分断勢力が、格差を利用し深刻化させている

以下の通り回答した人の割合（%） 日本

人々を引き裂く、
社会を分断する勢力

人々を結びつける、
社会を統一する勢力

63

55

41
38

23 23 22
17 18

31
37

41

49 47

敵対的な

外国政府

裕福な

権力者

ジャーナリスト 政府の

リーダー

NGOの

リーダー

教師／教育者 ビジネスリーダー

NGOのリーダー、教師／教育者、ビジネスリーダーは
社会を統一する勢力とみなされている

これらのグループは
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今日のわが国の礼儀正しさと相互尊重の欠如は、
私が今まで見た中で最悪である

社会構造が弱体化している

以下の通り回答した人の割合（%）

39%

かつてこの国を一つにまとめていた社会構造は、
団結と共通の目的のための基盤として機能するには
あまりにも弱くなっている

56%

2023 Edelman Trust Barometer. POP_MDC. 以下の各記述を読み、1は「全く真実ではない」、9は「完全に真実である」を表す、1から9までの範囲で記述がどのくらい真実であると思うかを評価してください。9段階評価；トップ4ボックス、真実である 全回答者 27カ国の平均値と日本

65 62% %

27カ国平均
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その人たちが困っているのであれば、
助けたいと思う

イデオロギーがアイデンティティとなる：
自分と意見の違う人々を助け、協働し、共生しようとする人は限られている
社会問題を強く気にしている人の中で、以下の通り回答した人の割合（%）

2023 Edelman Trust Barometer. ISS_DIF_CONS. たった今あなたが選んだ問題について考えてください。その問題に関するあなたの立場や見解に強く反対する人に対して、あなたがどのように感じたり、行動したりするかを説明しているのは次のうちどれですか。該当するものを
すべてお選びください。社会問題を強く気にしている人が回答 (PERS_ISS/1-5) 全回答者 27カ国の平均値と日本

その人たちと同じ地域に住む
意思がある

その人たちを同僚として迎える
意思がある

私や私の見解に強く反対する人に対して、私は …

21%30% 8%20% 7%20%

27カ国平均
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これらの組織は…

政府とメディアが不信の連鎖を助長し、
誤解を招く情報源とみなされている

以下の通り回答した人の割合（%） 日本

虚偽または誤解を招く
情報源

信頼できる
情報源

48
45

23 22

33 33

49 50

政府 メディア NGO/NPO 企業

2023 Edelman Trust Barometer. [INS]_PER_DIM. ［各組織］を信頼するまたは信頼しない理由についてお尋ねします。［各組織］は、次の対立する2つの記述の間のどこに当てはまると思いますか。11段階評価；トップ5ボックス、ポジティブ；ボトム5ボックス、
ネガティブ メディアとNGOについてはサンプルの半数が回答 全回答者 日本
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企業への大きな期待と
リスクの高まり
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自国における信頼は、国外における信頼を保証するものではない
日本においては、自国よりも海外からの信頼度のほうが高い
各国に本社を置く企業に対する信頼度（%）

2023 Edelman Trust Barometer. TRU_NAT. 次に、特定の国に本社のあるグローバル企業についてうかがいます。以下の国に本社のあるグローバル企業を、正しい行いをするという点において、あなたがどの程度信頼しているかをお答えください。1は「全く信頼していない」、9は「大いに信頼している」を
表す、1～9までの範囲で信頼度を評価してください。9段階評価；トップ4ボックス、信頼している サンプルの半数が回答 全回答者 26カ国の平均値 データには、評価対象国の回答者は含まれていない

32 34

48

55
58 59 61 63

67

中国 インド 韓国 アメリカ フランス イギリス 日本 ドイツ カナダ

90 89 55 65 59 62 54 62 74

-58 -55 -7 -10 -1 -3 7 1 -7

各国に本社を置く企業に対する
海外からの信頼度

各国に本社を置く企業に対する
自国からの信頼度

信頼度の差 海外 vs 国内

中国とインドでは、国内からの信頼度は
高いものの、海外からの信頼度は低く、
大きな「信頼赤字」に直面している

26カ国平均

信頼
されていない
(1-49) 

中立

(50-59)  

信頼
されている
(60-100)



P. 22

92 91 90
86 86 85

82 80 80 79 78 76 76 76 76 76 75 75 75 74 73 73 72 71 71
68

63

54

日本では、雇用主だけが「信頼されている」レベルにある

信頼度（%） 日本

+1 +1 +1 +1 +3 +4 -3 +1 -5 -3 -1 +5 +3 0 0 +2 +1 -1 n/a -1 -2 -1 -4 +4 +2 -4 +3 +1

63
自分の勤務先

企業 47

NGO/NPO 38

メディア 34

政府 33

2022から2023の
変化

2023 Edelman Trust Barometer. TRU_INS. 以下の各組織や機関を、正しい行いをするという点において、あなたがどの程度信頼しているかをお答えください。1は「全く信頼していない」、9は「大いに信頼している」を表す、1～9までの範囲で信頼度を評価してください。
9段階評価；トップ4ボックス、信頼している 全回答者 国別 組織または法人の従業員が回答 (Q43/1) *スウェーデンはグローバル平均には含まれていない

日本

信頼
されていない
(1-49) 

中立

(50-59)  

信頼
されている
(60-100)

+0- 有意な変化
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31x 16x22x 12.5x14.5x

各社会問題に対する企業の取り組みは …

企業は、社会的課題への取り組みを強化することを求められている

以下の通り回答した人の割合（％） 日本

2023 Edelman Trust Barometer. BUS_BND. 社会的機関としての企業と、社会のニーズや問題に対するその取り組みレベルについてお尋ねします。以下の各分野について、企業の活動は、行き過ぎている、適切である、もしくは不十分であるのいずれであると思うか、
お答えください。 全回答者 日本

18.5xギャップ

62
66

55
63

44
50

2 3 3 4 3 4

経済的不平等 エネルギー不足

信頼できる

情報の入手 気候変動

医療への

アクセス

従業員の

リスキリング

不十分である 行き過ぎている



P. 24

二極化する世界を
生き抜く
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従業員の扱い

気候変動

経済的格差

差別

移民

CEOは以下の問題について立場を公言すべきである：

日本では、CEOは、従業員、気候変動、経済的格差に対応することが最も期待されている

以下の通り回答した人の割合（％）

2023 Edelman Trust Barometer. CEO_ISS_EXP. 次の各問題について、CEOに何を期待するかを示してください。3段階評価；コード1、立場を公言すべきである；コード2、立場を公言し、リソースを利用して、直接的な行動を取るべきである サンプルの半数が回答
全回答者 日本

73

77

79

83

93
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政府と企業が協働することで、社会にとってベストな結果が生まれる

以下の通り回答した人の割合（％） 日本

2023 Edelman Trust Barometer. GOV_VS_BUS1. 下に挙げた各社会問題について、あなたの国がその問題に関して存在するイデオロギーの分裂を乗り越え、それに対処するための建設的な行動をとれるようにする可能性が最も高いものがどれであるかを示してください。
サンプルの半数が回答 全回答者 日本

34

22
17

9

企業単独よりも、
パートナーシップのほうが、
最適な結果をもたらす
可能性が高い

4x

建設的な行動をもたらす可能性が最も高いアプローチ
気候変動、差別、移民、従業員の扱い、所得格差の5つの社会問題における平均値

政府と企業が
パートナーとなり、
協力して取り組む

政府と企業の両方が、
それぞれ独立して

取り組む

政府が単独で
取り組む

企業が単独で
取り組む
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自分たちの行動が、科学的証拠に基づいていることを示す

自分たちの行動を、ビジネスのニーズと市場での競争力を
維持する能力に結びつける

問題に関して信頼できる情報源となり、
どちらか一方を支持しない

自分たちの行動を、長年にわたって一貫して支持してきた
一連の価値観に結びつける

自分たちの行動が、ビジネスを行う国の法律によって
義務付けられていることを示す

社会問題に対するスタンスを示す際に
政治的な動機があるとみなされないようにするには：

科学的証拠は、企業活動が政治的とみなされることを防ぐ

企業が社会問題に取り組む際に、政治的とみなされないようにすることは可能であると答えた30%のうち、
以下の通り回答した人の割合（%）

2023 Edelman Trust Barometer. ENG_ISS_HOW. 企業は、あなたが政治的または政治的動機とは見なさないような方法で、議論になる社会問題への取り組みに関与することが可能であると、たった今あなたは示されました。次のうち、企業がそれを行う方法はどれですか。
全回答者 日本

26

27

30

32

42



P. 28

人々を結びつけるものを称賛し、私たちの共通の関心を強調するブランドは、
社会構造を強化する助けになる

27カ国平均

ブランドの力を利用して、共有のアイデンティティをつくる

以下の通り回答した人の割合（％）

2023 Edelman Trust Barometer. POL_SOL. あなたの国の人々の礼節を高め、人々を結びつける社会構造を強化するには、次のことがどのくらい重要だと思いますか。6段階評価；トップ3ボックス、社会構造を強化する助けになる サンプルの半数が回答 全回答者
27カ国の平均値 *スウェーデンはグローバル平均には含まれていない

68%

83 80 78 77 77 77 76 76 75 75 75 74 74 73
69 69

65 64 63 61 61 60 60 57
50 49 48 45
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CEOが果たすべき義務は …

経済的楽観主義を高める：
公正な賃金、ローカルコミュニティ、従業員のリスキリングに投資することが求められている

以下の通り回答した人の割合（％） 日本

2023 Edelman Trust Barometer. CEO_PLAY_BK. CEOには次の行動をとる義務があると思いますか。5段階評価；トップ3ボックス、義務がある サンプルの半数が回答 全回答者 日本

公正な賃金を支払う

地元コミュニティの安全や繁栄のために取り組む

従業員のリスキリングに取り組む

公正な法人税を納める 63

72

76

81
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二極化する世界を生き抜くには

2
企業がリードし続けて
いくことが必要である

企業は最も信頼されている組織として、

更に大きな期待と責任を担っている。

企業が持つ相対的アドバンテージを

活用し、気候変動、ダイバーシティ＆

インクルージョン、従業員のリスキリング

に関する議論に情報を提供し、解決

策を提供していくことが重要である。

3
政府と協働する

企業と政府が単独で取り組むのでは

なく、協働することでベストな結果が

生まれる。より公正で、安全で、繁栄

する社会へと導く結果をもたらすため

に、政策や基準についてコンセンサス

を構築し、協力し合うことが重要で

ある。

1
経済的楽観主義を
取り戻す

悲観的な経済見通しは、二極化の

要因でもあり結果でもある。公正な

賃金や従業員のリスキリング、ローカ

ルコミュニティに投資することで、社会

的分断と二極化の連鎖に対処する。

4
真実を促進する

情報エコシステムにおいて、企業が

果たすべき役割は大きい。信頼でき

る情報源となり、市民的な議論を

促進し、誤った情報源に対しては、

修正メッセージや再投資、その他の

アクションを通して、その責任を追及

し、是正していく必要がある。
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